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■4四半期ぶりのプラス成長 

2016年 4～6月期の実質 GDPは、前年同
期比（以下同じ）＋0.7％と、前期（▲0.7％）
から持ち直し、4 四半期ぶりのプラス成長と
なった（右上図）。 
需要項目別の寄与度をみると、民間消費が

＋0.5％ポイント、政府消費が＋0.3％ポイン
ト、総資本形成が▲0.7％ポイント、純輸出が
＋0.6％ポイントであった。設備や建設投資の
弱含みを受けて総資本形成が減少した一方、

民間消費や輸出が成長率を押し上げた。GDP
の約 7割を占める輸出は、15年 4～6月期以
降落ち込みが続いていたが、足元でプラスに

転じており、総じて景気の底打ちが確認され

た結果となった。 
足元の輸出動向をみると、7 月の輸出は前

年同月比＋1.2％と、18 カ月ぶりに増加した
（右下図）。品目別では、主要輸出品目である

電子部品が、新型スマートフォン用の受注増

を受けて同＋10.0％と大幅に増加したほか、
情報通信機器・精密機器などでも持ち直しが

続いている。地域別では、これまで減少が続

いていた中国向けやASEAN向けが 6月以降
プラスで推移している。なお、輸出の先行指

標となる輸出受注も、2 カ月連続で前年を上
回る水準となっている。 
こうした輸出の持ち直しを背景に、製造業

生産が 6 月に前年同月比＋1.6％となったほか、企業の景況感を示す PMI も 50 を超える水準が
続いており、先行き企業をけん引役とした回復が予想される。ただし、外需環境は中国経済の鈍

化に加え、英国の EU離脱など、依然先行きの不透明感が払しょくされておらず、景気回復ペー
スの加速は見込みにくいといえよう。 
 
■企業業績が上向きに 
景気が底打ちするなか、台湾株は上昇に転じている。加権指数は 8 月入り後、9,000 ポイント

を超え、2015 年 7 月以来の水準となっている。世界的に景気減速感が和らぐなか、新興国のス
マートフォン需要増加に伴い鈍化していた半導体の需要が回復に向かっていることに加え、金融

緩和期待による投資家心理の改善が株価を下支えしている。足元では、指数の 17％のウェートを
占める半導体受託生産メーカーが 4～6 月期に過去最高益となるなど、主要産業の業績の改善が
期待される。もっとも、新興国企業の台頭や中国内でのサプライチェーン構築に伴い台湾企業の

優位性が低下している状況下、持続的成長を遂げるためには新産業育成をはじめとする産業構造

改革を推進していく必要がある。 
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景気は底打ち 
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